
取
り
巻
く
情
勢

（
会
長

原
田
政
信
）

１

コ
ロ
ナ
禍
と
オ
リ
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
是
非
に
つ
い
て

感
染
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク4

波
と
な

り
３
回
目
の
非
常
事
態
宣
言
が

出

さ

れ

ま

し

た

。

菅

首

相

は

「
根
絶
の
た
め
に
徹
底
的
に
対

応
す
る
」
と
い
う
答
弁
を
繰
り

返
す
だ
け
で
無
為
無
策
と
な
っ

て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
医
療

崩
壊
を
起
こ
す
か
ら
抑
え
る(

厚

労
省
昨
年
５
月)

と
い
う
姿
勢
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
４
波
は

政
府
が
引
き
起
こ
し
た
」
の
声

が
国
民
の
中
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
国
内

外
で
「
中
止
す
べ
き
」
の
声
が

大
き
く
な
り
、
世
論
調
査
で
も

中
止
す
べ
き
が
過
半
数
を
大
き

く
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２

日
米
首
脳
会
談
ー
危
険
な

共
同
声
明
ー
安
保
法
制
・
９
条

改
憲
と
連
動

日
米
首
脳
会
談
で
は
52

年
ぶ

り
の
「
台
湾
」
海
峡
を
め
ぐ
る

共
同
対
応
な
ど
、
中
国
に
対
抗

し
沖
縄
を
含
め
南
西
諸
島
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
「
第
一
列
島
線
」

に
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
置
す
る

軍
事
対
軍
事
の
対
応
を
強
化
す

る
方
向
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

３

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
よ
そ
に
諸

悪
法
を
火
事
場
泥
棒

的
に
強
行

今

国

会

に

お

い

て
、

デ
ジ

タ

ル

関

連

法

が

成
立

し

ま

し

た

が

、

個
人
情
報
侵
害
の
恐
れ
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
連
動
さ
せ
た
国
民

監
視
の
強
化
、
膨
大
な
個
人
情

報
を
企
業
利
益
の
た
め
に
開
放

す
る
な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
最
低
投
票
率
も
な
い

国
民
投
票
法
案
や
医
療
改
悪
２

法
案
（
病
床
削
減
推
進
法
案
、

高
齢
者
医
療
２
倍
化
法
案
）
も

衆
議
院
で
可
決
し
ま
し
た
。

４

総
選
挙
は
い
つ
に
な
る
？
！

９
月
解
散
説
が
さ
さ
や
か
れ
る

が
…４

月
25

日
の
補
選
で
は
、
野

党
共
闘
が
全
勝
し
、
政
権
の
支

持
率
も
下
落
し
、
解
散
で
き
る

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
か
不

開
催
か
で
状
況
が
変
わ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

第
３
回
理
事
会
開
催

勤
労
者
通
信
大
学
の
今
年
度

受
講
者
数
は
、
５
月
10
日
現
在
、

静
岡
県
全
体
で
10

人
で
す
。
静

岡
市
で
は
地
域
の
受
講
者
を
対

象
に
、
基
礎
コ
ー
ス
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
６
月
か
ら
毎
月
開
催

す
る
予
定
で
す
。

昨
年
実
施
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
訪
問
は
極
力
自
粛
し
、

郵
便
と
電
話
で
要
請
行
動
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
学
習
会
で
は
、
沼
津

で
『
学
習
の
友
』
学
習
会
、
静

岡
で
『
学
習
の
友
』
学
習
会
と

静
岡
市
社
会
科
学
学
習
会
と
の

共
催
に
よ
る
各
種
学
習
会
、
浜

松
で
『
資
本
論
』
第
３
部
の
学

習
会
と
そ
れ
が
終
了
後
、
新
版

『
資
本
論
』
学
習
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

総
会
は
８
月
22

日
（
日
）
午

後
、
「
あ
ざ
れ
あ
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
講
演
と

し
て
山
田
敬
男
氏
（
労
働
者
教

育
協
会
会
長
）
の
講
演
「
勤
労

者
通
信
大
学
の
基
礎
コ
ー
ス
に

お
け
る
未
来
社
会
論
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
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静
岡
県
労
働
者
学
習
協
会

勤
労
者
通
信
大
学
基
礎
コ
ー
ス
学
習
会
お
よ
び
理
事
会
を
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
と
会
場
の
併
用
（
５
月
23
日
）



勤
労
者
通
信
大
学
「
基
礎
理
論
コ
ー
ス
」

第
３
章

人
間
の
社
会
と
そ
の
歴
史

第
１
節

人
間
は
社
会
の
中
で
生
活
す

る

（
石
川
哲
矢
）

人
間
は
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

社
会
は
、
人
間
相
互
の
社
会
的
諸
関
係
の

総
和
で
す
。
物
質
的
生
活
の
再
生
産
が
人

間
生
活
の
基
本
で
す
。
物
質
的
生
産
と
は
、

人
間
が
労
働
に
よ
っ
て
自
然
に
働
き
か
け
、

人
間
が
生
存
す
る
た
め
に
必
要
な
生
活
手

段
や
、
生
産
手
段
を
生
産
す
る
こ
と
で
す
。

労
働
と
は
、
何
ら
か
の
道
具
や
機
械
を
使
っ

て
、
目
的
意
識
的
に
自
然
に
働
き
か
け
、

自
然
を
生
産
物
に
作
り
替
え
る
活
動
を
意

味
し
、
人
間
が
生
存
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
基
本
的
な
活
動
で
す
。
し
か
し
資
本
主

義
社
会
で
は
、
労
働
が
疎
外
さ
れ
た
労
働

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
労
働
者
が

つ
く
っ
た
生
産
物
が
資
本
家
の
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
、
労
働
が
強
い
ら
れ
た
苦
痛
を

と
も
な
う
労
働
に
な
っ
て
お
り
、
人
間
が

も
っ
て
い
る
自
由
な
意
識
活
動
が
失
わ
れ
、

人
間
か
ら
人
間
が
疎
外
さ
れ
る
と
い
う
特

徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
疎
外
さ
れ
た
労
働

を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
労
働
の
あ
り
方

を
人
間
ら
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く
努
力

や
運
動
が
必
要
で
す
。

第
２
節

社
会
の
し
く
み
の
唯
物
論
的

把
握

（
鳥
居
雄
三
）

社
会
の
し
く
み
で
、
重
要
な
の
は
社
会

的
存
在
と
社
会
的
意
識
で
す
。
人
間
の
社

会
的
存
在
に
よ
っ
て
人
間
の
意
識
が
社
会

的
意
識
と
し
て
規
定
さ
れ
ま
す
。
社
会
的

存
在
を
作
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
、
生
産

力
と
生
産
関
係
で
す
。
生
産
力
は
自
然
に

働
き
か
け
る
力
で
す
が
、
生
産
関
係
は
人

間
の
社
会
的
な
関
係
で
、
「
生
産
手
段
を

誰
が
所
有
し
て
い
る
か
」
と
い
う
関
係
で

す
。
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
重
要
な

概
念
に
「
土
台
と
上
部
構
造
」
が
あ
り
ま

す
。
土
台
は
生
産
関
係
の
総
体
で
基
礎
の

意
味
で
す
。
法
的
・
政
治
的
・
教
育
的
・

宗
教
的
・
文
化
的
な
ど
、
他
の
社
会
的
諸

関
係
は
、
土
台
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
土
台
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
観
念
形
態
の
こ
と
で
、
宗
教

的
・
道
徳
的
・
芸
術
的
・
哲
学
的
・
法
的
・

政
治
的
な
ど
、
体
系
化
さ
れ
た
社
会
的
意

識
の
諸
形
態
で
す
。
階
級
社
会
で
は
、
国

家
が
成
立
し
「
支
配
す
る
権
力
機
関
」
と

な
り
ま
す
。
生
産
関
係
が
生
産
力
の
桎
梏

と
な
っ
て
、
矛
盾
・
衝
突
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
社
会
構
成
体
の
交
替
の
可
能
性
が

生
じ
階
級
闘
争
が
発
展
し
ま
す
。

第
３
節

人
間
社
会
の
歴
史
的
発
展

（
小
見
山
正
博
）

原
始
的
な
共
同
体
は
、
私
有
財
産
を
も

た
な
い
平
等
な
社
会
で
、
労
働
の
力
は
弱

く
、
飢
餓
や
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活

で
し
た
。
階
級
社
会
は
生
産
力
が
発
展
し
、

余
剰
生
産
物
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
成
立
し
ま
す
。
奴
隷
制
社
会
は
、
最
初

の
階
級
社
会
で
あ
り
、
奴
隷
は
人
格
的
に

も
奴
隷
所
有
者
の
所
有
物
で
し
た
。
封
建

制
社
会
は
、
領
主
は
生
産
手
段
で
あ
る
土

地
を
所
有
し
、
農
民
に
耕
作
さ
せ
、
年
貢

を
取
り
立
て
、
農
民
は
土
地
に
縛
り
つ
け

ら
れ
、
人
格
的
に
も
領
主
に
隷
属
し
て
い

ま
し
た
。
16
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

資
本
主
義
が
生
ま
れ
、
資
本
家
と
労
働
者

と
い
う
新
た
な
生
産
関
係
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
資
本
主
義
社
会
で
は
、
人
間
は
人

格
的
に
自
立
し
て
い
な
が
ら
も
、
商
品
・

貨
幣
・
資
本
と
い
う
モ
ノ
に
縛
ら
れ
て
い

ま
す
。
未
来
の
社
会
主
義
・
共
産
主
義
社

会
で
は
、
階
級
が
根
絶
さ
れ
、
真
に
自
立

し
た
自
由
な
人
格
と
し
て
個
性
を
発
揮
す

る
段
階
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
と
す

る
条
件
は
、
資
本
主
義
社
会
の
う
ち
に
あ

り
、
こ
の
可
能
性
を
現
実
化
す
る
の
は
、

労
働
者
の
運
動
で
す
。
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